ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http:/Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/Www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 

http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 


マ 過 合 直 流 安定 化 電源 
DM-11 ら MV DM-42 ロ 
DM-13DM 


アル イン コ DM-112MV-120MV・130MV 
を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご 
本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使 


の 取扱 説明 書 は 、 必 ず 保存 し て 下さ い 。 ご 使 
や 不 見 合 が 生じ た と き に お 役に立ち ます 。 


一 概 愛 

アル イン コ 直 流 安定 化 電源 は 、 長 年 に わた る アマ チュ ア 無 線 用 電源 開発 を も と に 、 信 頼 性 と 
安定 性 を より 高め 、 電 気 用 品 取 締 法 に 適合 し た 電源 装置 で す 。 

無線 機 を は じ め 、 オ ー デ ィ オ 、 ビ デオ 機器 等 に 広く 御 使 用 いた だ け ま す 。 


田 取 り 扱 い 上 の ご 注意 

1) 本 機 は 家庭 用 コン セン ト (AC100V) で ご 使用 下さ い 。 

2) 本 機 は な る べく 風通し の 良い 場所 に 置き 、 湿気 の 多い 所 で の 使用 は 避け て 下さ い 。 

3 無線 機 の 使用 電流 が 大 きい 場合 や 出力 ター ミナ ル を ショ ー ト させ た 場合 に は 、 パ ワー イン 
ジ ケ ー タ が 暗く な り 、 保 護 回 路 が 作動 し て 双方 の 機器 を 保護 し ます が 、 誤動作 や ハム 音 な 
どの 原因 に も な り 、 又 長 時 間 の ショ ー ト は 故障 の 原因 に も な り ま す の で 、 定格 電流 を 確か 
め 、 充 分 注意 し て ご 使用 下さ い 。 

4) 本 機 は 使用 中 ケー ス の 温度 が 上 が る こと が あり ます が 、 機 能 上 、 何 ら 心配 は あり ませ ん 。 
( 無 負荷 又は 微少 電流 で 長 時 間 使 用 の 場合 も 温度 が 上 昇 し ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。) 

5) 本 機 は パッ テリ ー 等 の 電流 容量 の 大 きい も の の 充電 用 と し て 設計 され て お り ま せん 。 故障 
の 原因 に も な り ま す の で 、 そ の 使用 は さけ て 下さ い 。 

6) 本 機 に 接続 され る 機器 は 、 本 機 の 定格 に 合う 機器 を ご 使用 下さ い 。 そ れ 以 外 の 機器 に 接続 
し ます と 故障 の 原因 に な り ま す 。 

7) 本 機 を 改造 され た り 、 不 必要 に さわ る 事 は 故障 の 原因 に も な り 危 険 で す の で 、 お や め 下 さ 
い 。 又 、 こ の 場合 保証 は 出来 ませ ん 。 

8) ラ ンプ 又は 、 モ ー タ ー の 様 な 電源 投入 時 、 大 電流 が 流れ る と 予想 され る 負荷 の 場合 は 、 保 
護 回 路 が 働き 使え な いこ と が あり ます 。 ぞ その 時 は 、 更 に 大 型 の 電源 を 用 意 す る か 、 ラ ッ シ 
ュ カ ー レ ント を 小さ くす る 方 法 を ご 検討 下さ い 。 

9 ) 高 周波 電力 の 廻り 込み な ど に より 、 出力 電圧 が 不安 定 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 様 な 場 
合 は 、 出 力 端子 の 〇 間 に 0.01gF 程 度 の セラ ミッ クコ ン デ ン サ を 接続 し 、 シ ャ ー シ 本 体 を ア 
ー ス 線 へ 接続 し て 完全 な アー ス を と っ て 下さ い 、。 

(アー ス の と り 方 : 底面 の アー ス ビ ス よ り コ ー ド を つなぎ アー ス を と っ て 下さ い 。) 


田 可 変 吉 圧 に 対す る 最大 電流 値 (代表 値 ) 


出力 電圧 (V) 


題 各 部 の 名 称 と 操 作 説明 


⑩ 電源 スイ ッ チ : ON て 電源 が 入り 、OFF で 電源 が 切れ ます 。 

電圧 調整 ツマ ミ : 時 計 方 向 に 回 す と 電圧 が 高く な り 、 逆 
に する と 低く な り ま す 。 好み の 電圧 (3 て 15V) に 調整 し 
て こ ご 使 用 下さ い 。 

出力 端 ( ブ ッシュ 式 ) : 出力 電流 が 7A ま で の 端 了 で する 

⑩ 出力 端 了 (ねじ 式 ) 

⑬ 電圧 計 : 出力 電圧 を 表示 し ます 。 

⑬ 電流 計 : 出力 電流 を 表示 し ます 。 

9 パワ ー イ ンジ ケー ター : 電源 スイ ッ チ ON で 点灯 し ます 。 

⑬ ワー ニン グ ( 高 電圧 警告 ) イ ンジ ケー ター : 万 一 実 常 が 生 
じ た と き に 点灯 し ます 。 こ の と き は 直ちに 使用 を 中 止 し 


て 下さ いい 。 
ン ⑥AC コ ー ド : AC100V コ ン セ ント に 接続 し て 下さ い 。 
(後面 (DM-112MV は .DM-120MV、130MV の 後面 を 参照 し て 
DM-120MV 下さ い 。) 


DM-130MV _- _- 

端子 板 : 背面 か ら 出 力 を と る 時 の 端 そ で す 。 

0 ファ ン : 放熱 用 ファ ン で す 。 フ ァ ン の 後方 は 充分 空間 を 
tp 人 下さ い 。 


「 DM-112MV 
入力 電 圧 |  AC100V.50/60Hz AC100V, 50/60Hz 
定格 13.8V(3~15V 可 変 ) | 定格 13.8V(3-~15V 可 変 ) 
0 連続 実用 12A 連続 実用 20A 

間欠 最大 15A 間欠 最大 22A 間欠 最大 32A 
2% 以 下 2%LA 下 
30mV 以 下 


30mV 以 下 


ed0VA 460VA 460VA 


フ の 宇 特性 自動 電流 制限 式 


_ 32A 以 上 


(動作 点 ) 
使 用 ヒ ュ 


15A 以 上 
4A 
150(W)x141(H)x292(D) 
6.1kg 


出力 端 字 に DC18V 以 上 の 
電圧 が 生じ る と 点灯 
前 面 、 陸 端 及 び 4 連 プッ 
シュ 式 育 面 、 端 子 板 


電圧 が 生じ る と 点灯 
前 面 、 陸 端 及 び 4 連 前 面 、 陸 端 及 び 4 連 プッ 
2 ジュ 式 背面 、 端 子 板 
電流 計 、 電 上 圧 計 


